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１．研究計画の概要
本研究はアジア諸国間の部品貿易の決定

因とメカニズムを解明することを第 1の目的
とし，部品貿易の増大がアジア諸国の経済に
及ぼす影響を分析することを第 2 の目的とす
る。分析対象国は，日本，韓国，中国，シン
ガポール，タイ，マレーシア，インドネシア，
フィリピン，ベトナムである。

２．研究の進捗状況
平成 20年度は関連する理論･実証研究のサ

ーベイを行うと同時に，アジア諸国の部品貿
易についてのデータの整理を 1980 年から
2006 年まで行った。また，適当な価格指数
を用いて分析に供することのできるデータ
を作成した。
平成 21 年度には現地でのフィールドサー

ベイを行い，企業インタビュー，現地研究者
へのインタビューを行うと同時に数量分析
を 開 始 し た 。 分 析 手 法 は Baier and
Bergstrand （ 2007 ） や Badinger
（forthcoming） 等を参考に，貿易政策の内
生性，同時性バイアス，計測誤差バイアスを
それぞれ考慮した分析手法を採用する。産業
の特性をコントロールするために，産業ごと，
クロスセクション，パネルデータ，時系列等
でデータを分析・吟味した。

また，国際学会に参加してアジア諸国の関
連するデータの入手を模索し，同時に各国研
究者との議論を続け，最新の学術的情報と知
見を獲得した。
平成 22 年度はアジア地域の部品貿易の増

大の要因を特定した結果を英文でまとめ，ア
メリカの Western Economic Association
International と East Asian Economic
Association の学会や Pittsburg 大学等で報

告した。分析結果は明らかに日本企業が海外
に進出するに従い，日本からアジアへの部品
貿易が因果関係を考慮しても増加すること
を示している。現在，得られた多くのコメン
トをもとにモデルや推計結果の改良を行っ
ている。（625 字）

３．現在までの達成度
②おおむね順調に進展している

４．今後の研究の推進方策
モデルや推計系方法の改良を試み，引き続

き国際学会で研究発表を行う予定である。ま
た，この研究から導き出された重要な問題と
して「産業の空洞化」があげられる。この問
題にもより踏み込んだ研究を行う予定であ
る。
５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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